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迎
春
迎
春

新
年
の

新
年
の

　

ご
あ
い
さ
つ

　

ご
あ
い
さ
つ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
本
市
議
会
の
運
営
並
び
に
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
初
の
女
性
首
相
で
あ
る
高
市

早
苗
首
相
の
誕
生
や
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
の
開
催
な
ど
様
々
な
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
設
楽
市
政
の
誕
生
を
は
じ
め
、

福
島
県
伊だ

て達
市
と
の
友
好
交
流
協
定
の
締
結
な
ど
大
き
な
変
革
を
迎

え
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
展
、
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
が
数
多
く
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
議
員
定
数
の
在
り
方
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
「
筑
西
市
議
会
議
員
の
定
数
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
議
会
の
姿
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
市
民

の
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
を
真
摯
に
傾
聴
し
、
市
政
の
適
正
な
監
視

を
続
け
る
と
と
も
に
、
不
断
の
議
会
活
動
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

←【議席順】

吉 富　泰 宣
小川 1836 番地 7

(61 歳）

塚 田　砂 与
下中山497番地

(51 歳）

新 井 　暁
一本松137番地3

(37 歳）

國府田　和弘
森添島722番地

(45歳)

日 髙　久 江
押尾1062番地1

(65 歳）

水 井　信 雄
下岡崎二丁目6番地4

(61 歳）

榎戸　甲子夫榎戸　甲子夫
茂田1411番地茂田1411番地

（77 歳）（77 歳）

三 澤　隆 一
玉戸1336番地317

(56 歳）

中 座　敏 和
宮後 273 番地 1

(52 歳）

秋 山　恵 一
八田478番地

(75 歳）

堀 江　健 一
玉戸45番地

(82 歳）

三 浦　 譲
門井1269番地８

(72 歳）

鈴 木　一 樹
松原895番地1

(31 歳）

水 柿　美 幸
海老ヶ島1116番地２

(62歳）

森　 正 雄
藤ケ谷 2089 番地

(71 歳）

小倉　ひと美小倉　ひと美
乙151番地7 ミリュー乙151番地7 ミリュー

ベェラージュＫ (53歳)ベェラージュＫ (53歳)

石 嶋　 巌
大谷606番地

(72 歳）

副　議　長副　議　長

藤 澤　和 成
甲708番地3

(57 歳）

議　長議　長

田 中　隆 徳
小栗 1907 番地

(57 歳）

保 坂　直 樹
新治 2003 番地 67

(43 歳）

大 嶋　 茂
玉戸96番地11

(76 歳）

増 渕　愼 治
丙153番地２丙153番地２

(76 歳）

仁 平　正 巳
海老ヶ島884番地１

(72 歳）

赤 城　正 德
赤浜694番地

(83 歳）
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議 案 等

番 号
件　　　　　名 内　　　　　容 付託委員会 結　果

報 告

第 1 3 号

処分事件報告について（和解に関すること及

び損害賠償の額を定めることについて）

玉戸地内で起きた物損事故に伴う和解及び損

害賠償について、専決処分したもの
― 報　告

報 告

第 1 4 号

処分事件報告について（和解に関すること及

び損害賠償の額を定めることについて）

関本上地内で起きた車両自損事故に伴う和解

及び損害賠償について、専決処分したもの
— 報　告

報 告

第 1 5 号

処分事件報告について（和解に関すること及

び損害賠償の額を定めることについて）

関城西小学校の敷地内で起きた車両物損事故

に伴う和解及び損害賠償について、専決処分

したもの
— 報　告

議 案

第 8 1 号
筑西市手数料条例の一部改正について

地方公共団体情報システムが標準化・共通化

されることに伴い、代替可能である証明書を

廃止するため、条例を改正するもの
— 原案可決

議 案

第 8 2 号
損害賠償の額を定めることについて

地方公共団体情報システムが標準化・共通化

されることに伴い、現行の住民情報システム

の運用に係るリース契約の一部を変更し、相

手方に当該契約の変更に係る違約金を支払う

もの

総務企画 原案可決

議 案

第 8 3 号
工事請負契約の締結について

協和多目的研修センター改修工事の請負契約

を締結するもの
福祉文教 原案可決

議 案

第 8 4 号
市道路線の廃止について

関城地区における23路線及び明野地区にお

ける２路線の計25路線を廃止するもの
経済土木 原案可決

議 案

第 8 5 号
市道路線の認定について

下館地区における２路線、関城地区における

13路線及び明野地区における２路線の計17

路線を認定するもの

経済土木 原案可決

議 案

第 8 6 号

筑西市総合福祉センター等における指定管理

者の指定について

筑西市総合福祉センター等の指定管理者（社

会福祉法人 筑西市社会福祉協議会）を指定

するもの

福祉文教 原案可決

議 案

第 8 7 号

地方独立行政法人茨城県西部医療機構第３期

中期目標の策定について

地方独立行政法人茨城県西部医療機構第３期

中期目標の策定について、議会の議決を求め

るもの

福祉文教 原案可決

議 案

第 8 8 号

筑西市特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例等の

一部改正について

児童福祉法等の改正に伴い、引用条項及び健

康診断等の免除規定の一部を改正するため、

関係する条例４本を改正するもの

福祉文教 原案可決

議 案

第 9 0 号

筑西市森林等の火入れに関する条例の一部改

正について

筑西広域市町村圏事務組合火災予防条例の改

正に伴い、火入れの中止の要件に林野火災に

関する注意報を加えるため、条例を改正する

もの

経済土木 原案可決

議 案

第 9 1 号

令和７年度筑西市一般会計補正予算（第５

号）

障害福祉サービス給付費、老人福祉施設整備

事業費及び地域子ども・子育て支援事業にお

ける委託料等について補正する

※修正内容等については６ページをご覧くだ

　さい。

総務企画

福祉文教

経済土木

修正議決

議 案

第 9 2 号

令和７年度筑西市国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）

令和８年度に創設する子ども・子育て支援金

制度への対応に向けたシステム改修委託料及

び地方独立行政法人茨城県西部医療機構に地

域医療体制の充実を図るための補助金を交付

するもの

福祉文教 原案可決

議 案

第 9 3 号

令和７年度筑西市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）

住民情報システムアウトソーシング（後期高

齢者医療保険料）等の債務負担行為を定める
福祉文教 原案可決

議 案

第 9 4 号

令和７年度筑西市介護保険特別会計補正予算

（第２号）

ＷＥＢ口座振替受付サービス手数料（介護保

険料）等の債務負担行為を定める
福祉文教 原案可決

議 案

第 9 5 号

令和７年度筑西市病院事業債管理特別会計補

正予算（第１号）

令和７年度における地方独立行政法人茨城県

西部医療機構への貸付金について、償還元金

及び償還利子額が確定したことに伴い補正す

る

福祉文教 原案可決

議案内容の詳細

はホームページ

をご覧ください全会一致で可決した案件
第４回定例会 議決一覧　【令和７年 12 月３日開会】

議決一覧表 
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議案等 結　果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

水
井　

信
雄

新
井　
　

暁

國
府
田
和
弘

塚
田　

砂
与

吉
富　

泰
宣

日
髙　

久
江

石
嶋　
　

巌

鈴
木　

一
樹

水
柿　

美
幸

中
座　

敏
和

森　
　

正
雄

小
倉
ひ
と
美

三
澤　

隆
一

藤
澤　

和
成

保
坂　

直
樹

田
中　

隆
徳

大
嶋　
　

茂

増
渕　

愼
治

仁
平　

正
巳

三
浦　
　

譲

堀
江　

健
一

秋
山　

恵
一

榎
戸
甲
子
夫

赤
城　

正
德

議案第 89 号 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議 員 提 出

議案第２号
可　決 × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ × × × ○ ○ × ○ ○ × × ○

議案第３号

（修正案）
可　決 ○ × ○ ○ × × × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ × × 欠 ○ ×

議案第３号

（修正部分を除く原案）
可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

〇 ＝ 賛成　× ＝ 反対　欠 ＝ 欠席　16 番田中議員は、議長のため採決には加わりません。〇 ＝ 賛成　× ＝ 反対　欠 ＝ 欠席　16 番田中議員は、議長のため採決には加わりません。�

第４回定例会・第１回臨時会 賛否が分かれた案件

議 案 等

番 号
件　　　　　名 内　　　　　容 付託委員会 結　果

議 案

第 9 6 号

令和７年度筑西市水道事業会計補正予算（第

３号）

用地購入費及び補償金の減額に伴い、資本的

収入及び支出を補正する
経済土木 原案可決

議 案

第 9 7 号

令和７年度筑西市下水道事業会計補正予算

（第２号）

公共下水道施設水質検査委託等の債務負担行

為を定めるほか、人事異動に伴う職員人件費

を補正する

経済土木 原案可決

議 案

第 9 8 号

令和７年度筑西市農業集落排水事業会計補正

予算（第１号）

農業集落排水事業運営支援業務委託の債務負

担行為を定めるほか、農業集落排水事業につ

いて県補助金の交付額決定に伴い補正する

経済土木 原案可決

議 案

第 9 9 号
工事請負契約の締結について

旧筑西市立鳥羽小学校解体工事の請負契約を

締結するもの
福祉文教 原案可決

議 案 等

番 号
件　　　　　名 内　　　　　容 付託委員会 結　果

議 案

第 １ 号
筑西市行政組織条例の一部改正について

企画部を政策企画部に、保健福祉部を福祉部

に、こども部を健康こども部に、経済部を産

業経済部に改め、建設部及び都市整備部を統

合して、都市建設部を設置するため条例を改

正するもの

― 原案可決

議 案

第 ２ 号

筑西市職員の給与に関する条例等の一部改正

について

令和７年人事院勧告に基づき、市職員の給料

月額等について改正するため、関係する５本

の条例を改正するもの

— 原案可決

議 案

第 ４ 号

令和７年度筑西市国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）

人事異動等に伴う職員人件費の増額を補正す

る
— 原案可決

議 案

第 ５ 号

令和７年度筑西市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第３号）

人事異動等に伴う職員人件費の増額を補正す

る
― 原案可決

議 案

第 ６ 号

令和７年度筑西市介護保険特別会計補正予算

（第３号）

人事異動等に伴う職員人件費の増額を補正す

る
― 原案可決

議 案

第 ７ 号

令和７年度筑西市水道事業会計補正予算（第

４号）

人事異動等に伴う職員人件費及び水道料金減

免事業の実施期間延長による収益的収入及び

収益的支出の予定額を補正する
― 原案可決

議 案

第 ８ 号

令和７年度筑西市下水道事業会計補正予算

（第３号）

人事異動等に伴う職員人件費の増額を補正す

る
― 原案可決

議 案

第 ９ 号

令和７年度筑西市農業集落排水事業会計補正

予算（第２号）

人事異動等に伴う職員人件費の減額を補正す

る
― 原案可決

議案内容の詳細

はホームページ

をご覧ください全会一致で可決した案件
第１回臨時会 議決一覧　【令和８年１月 21 日開会】

議決一覧表

※各議案の内容は次のページ
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◎
中
座　

敏
和　

〇
鈴
木　

一
樹

　

水
井　

信
雄　
　

國
府
田
和
弘

　

石
嶋　
　

巌　
　

水
柿　

美
幸

　

堀
江　

健
一　
　

榎
戸
甲
子
夫

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

議案２案を審査しました。
議案第 91号は修正案を全会一致
で可決、また、修正部分を除く原
案について可決しました。その他
全て原案のとおり可決しました。

（※議案は議決一覧表参照）

答答��

隊
員
が
部
屋
を
借
り
て
い
る
場
合
は
そ

隊
員
が
部
屋
を
借
り
て
い
る
場
合
は
そ

の
家
賃
の
充
当
や
活
動
で
車
を
使
用
し

の
家
賃
の
充
当
や
活
動
で
車
を
使
用
し

た
場
合
の
燃
料
費
、
出
張
旅
費
な
ど
で

た
場
合
の
燃
料
費
、
出
張
旅
費
な
ど
で

あ
る
。

あ
る
。

◇
窓
口
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に

　

係
る
決
済
手
数
料
（
戸
籍
等
証
明
）

問問�

市
民
が
窓
口
に
来
て
、
現
金
で
な
く

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
し
て
ほ
し
い
と
い

う
声
を
聞
く
が
、
そ
の
制
度
を
導
入
す

る
と
い
う
こ
と
か
。ま
た
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
手
数
料
は
。

答答��

市
民
か
ら
の
要
望
に
よ
っ
て
導
入
す
る

市
民
か
ら
の
要
望
に
よ
っ
て
導
入
す
る

も
の
で
あ
る
。
決
済
手
数
料
は
、
４
％

も
の
で
あ
る
。
決
済
手
数
料
は
、
４
％

で
試
算
し
て
い
る
。

で
試
算
し
て
い
る
。

◇
公
共
用
水
域
等
水
質
分
析
委
託

問問�

委
託
に
は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
分
析
は
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。

答答��

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
分
析
に
つ
い
て
は
、
公
共
用

公
共
用

水
域
等
水
質
分
析
委
託
と
同
じ
よ
う
な

水
域
等
水
質
分
析
委
託
と
同
じ
よ
う
な

事
業
予
算
を
他
に
計
上
し
て
お
り
、
そ

事
業
予
算
を
他
に
計
上
し
て
お
り
、
そ

こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

※
議
案
第
91
号
の
修
正
案
（
公
共
施
設
照

　

明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
賃
貸
借
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ

　

照
明
設
置
推
進
事
業
）
に
つ
い
て
は
、

　

次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
企
画
委
員
会

○
議
案
第
91
号

　

令
和
７
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
５
号
）

◇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
謝
礼
金

◇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
費
補
助
金

問問�
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
男
女
別
の
内
訳

は
。

答答��

地
域
お
こ
し
協
力
隊
７
名
の
う
ち
、
男

地
域
お
こ
し
協
力
隊
７
名
の
う
ち
、
男

性
が
３
名
、
女
性
が
４
名
で
あ
る
。

性
が
３
名
、
女
性
が
４
名
で
あ
る
。

問問�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
費
補
助
金
は

主
に
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。ま
た
、

１
４
０
０
万
円
の
内
訳
は
。

■議員提出議案第２号　議案第 91 号 令和７年度筑西市一般会計補正予算（第５号）における「公共施設照明ＬＥＤ

　　　　　　　　　　　化事業賃貸借」の債務負担行為補正に係る決議（案）について
　「公共施設照明ＬＥＤ化事業賃貸借」の債務負担行為補正について、当該事業における執行状況の透明性を求めるため、事業者

選定に至る各段階における執行状況を議会に説明することを求めるもの

■議案第 89 号　筑西市中小企業事業資金融資あっせん条例の一部改正について　付託委員会：経済土木委員会

　茨城県信用保証協会が定める市町村中小企業金融制度要項の改正に伴い、自治金融の保証期間の最長限度を７年から 10 年に

延長するため、条例を改正するもの

■議案第３号　令和７年度筑西市一般会計補正予算（第６号）　（修正案）　

　一般会計補正予算のうち、明野コミュニティセンター改修事業に係る補正予算 5，658 万 6 千円を削除する

　※可否同数のため、議長の決するところに（議長裁決）より可決となりました。

■議案第３号　令和７年度筑西市一般会計補正予算（第６号）　（修正部分を除く原案）　

人事異動等に伴う職員人件費の増額をはじめ、物価高騰対策に係る予算について補正するもの

【修正案の提出理由】

　明野コミュニティセンター大ホール棟空調設備改修工事については、令和７年第３回定例会において工事請負契約締結議案が可決

され、その後、改修工事が進められているところである。しかしながら、工事着手後に電力不足によるキュービクル増設やホワイエ

空調室外機の設置箇所変更等が発覚し、今般、事前説明もなく補正予算が計上された。

　ここ数年で本件以外に追加工事が発生した案件は２例挙げられ、そのうち、令和６年第４回定例会における明野幼稚園施設解体事

業におけるアスベスト除去等に伴う追加工事に係る補正予算可決に際しては、附帯決議を付し、事務の執行に当たっては細心の注意

を払うよう強く要望したにもかかわらず、今回の結果になったことは看過することはできない。

　今回の追加工事により工期が大幅に延長となり、施設利用者の制限をせざるを得ないことから、市民に多大な迷惑がかかり、本市

に対する信用を大きく失墜することになりかねない。

　以上を踏まえ、明野コミュニティセンター改修事業に係る補正予算を削除し、単独議案として再度上程すべきである。

議決一覧表 ・ 常任委員会 



○
議
案
第
83
号

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

問問�

物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
が
、
工
事
費

を
縮
減
す
る
取
組
は
。
ま
た
、
明
野
ト

レ
セ
ン
・
武
道
館
大
規
模
改
修
工
事
は

猛
暑
対
策
も
兼
ね
て
二
重
屋
根
に
し
た

が
、
今
回
同
様
の
手
法
を
取
ら
な
か
っ

た
理
由
は
。

答答��

今
回
の
協
和
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
改

今
回
の
協
和
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
屋
根
の
劣
化
が

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
屋
根
の
劣
化
が

な
か
っ
た
た
め
、そ
の
強
度
を
い
か
し
、

な
か
っ
た
た
め
、そ
の
強
度
を
い
か
し
、

高
強
度
ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

高
強
度
ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

複
合
塗
膜
防
水
と
い
う
防
水
加
工
を
施

複
合
塗
膜
防
水
と
い
う
防
水
加
工
を
施

す
最
新
の
塗
膜
を
作
る
と
い
う
工
法
に

す
最
新
の
塗
膜
を
作
る
と
い
う
工
法
に

変
え
て
い
る
。
軽
量
化
に
も
な
り
、
価

変
え
て
い
る
。
軽
量
化
に
も
な
り
、
価

格
の
高
騰
も
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
今

格
の
高
騰
も
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
今

回
塗
膜
と
い
う
工
法
を
取
ら
せ
て
い
た

回
塗
膜
と
い
う
工
法
を
取
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
。

だ
い
た
。

○
議
案
第
87
号

　

地
方
独
立
行
政
法
人
茨
城
県
西
部
医
療

　

機
構
第
３
期
中
期
目
標
の
策
定
に
つ
い

　

て
問問�

看
護
師
の
離
職
率
が
高
い
と
の
こ
と
だ

が
、
例
え
ば
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
を

支
援
す
る
た
め
の
具
体
的
な
事
例
や
給

与
面
で
の
改
善
の
考
え
は
。

答答��

地
方
独
立
行
政
法
人
と
い
う
制
度
を
有

地
方
独
立
行
政
法
人
と
い
う
制
度
を
有

効
に
活
用
し
て
勤
務
時
間
等
を
も
う
少

効
に
活
用
し
て
勤
務
時
間
等
を
も
う
少

し
柔
軟
に
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

し
柔
軟
に
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
地
方
独
立
行
政
法
人

と
考
え
て
い
る
。
地
方
独
立
行
政
法
人

は
地
方
公
務
員
と
は
違
い
、
給
料
が
決

は
地
方
公
務
員
と
は
違
い
、
給
料
が
決

め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

理
事
長
・
病
院
長
の
判
断
で
弾
力
的
に

理
事
長
・
病
院
長
の
判
断
で
弾
力
的
に

や
っ
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
だ
と
思
っ

や
っ
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
だ
と
思
っ

て
い
る
。
病
院
側
に
は
そ
う
い
っ
た
ご

て
い
る
。
病
院
側
に
は
そ
う
い
っ
た
ご

意
見
が
あ
る
旨
を
伝
え
た
い
。

意
見
が
あ
る
旨
を
伝
え
た
い
。

福
祉
文
教
委
員
会

◎
大
嶋
　
　
茂　

〇
塚
田
　
砂
与

　

吉
富
　
泰
宣　
　

三
澤
　
隆
一

　

藤
澤　

和
成　
　

増
渕
　
愼
治

　

仁
平　

正
巳　
　

三
浦　
　

譲

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

議案 10案を審査しました。
いずれも原案のとおり可決しました。

（※議案は議決一覧表参照）

6筑西市議会だより № 89 R8.2.12

○
市
民
負
担
を
可
能
な
限
り
抑
え
な
が
ら
、

　

事
業
効
果
を
最
大
化
し
、
か
つ
、
地
元

　

事
業
者
の
参
画
を
確
保
す
る
こ
と
。
そ

　

の
観
点
か
ら
、
事
業
の
進
め
方
は
、
第

　

２
回
定
例
会
に
て
提
案
し
た
リ
ー
ス
方

　

式
に
戻
し
、
評
価
の
在
り
方
は
、
12
月

　
３
日
の
全
員
協
議
会
で
示
さ
れ
た
プ
ロ

　

ポ
ー
ザ
ル
評
価
基
準
を
採
用
す
る
こ
と

　

が
最
も
合
理
的
な
選
択
で
あ
る
。

○
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
配
点
も
地
元
事
業
者

　

に
配
慮
し
て
お
り
、
そ
の
点
が
変
わ
れ

　

ば
、
市
民
の
お
金
を
使
う
わ
け
な
の
で
、

　

１
円
で
も
安
く
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

　

思
い
で
あ
る
。

�

○
委
員
か
ら
の
主
な
意
見

【
議
案
第
91
号
】

令
和
７
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

５
号
）

◇
公
共
施
設
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
賃
貸
借

◇
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
置
推
進
事
業

総
務
企
画
委
員
会
に
お
い
て
、
２
名
の

委
員
か
ら
同
内
容
の
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

�

○
修
正
案
提
出
に
至
る
審
査
の
流
れ

○
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
で
の
経
緯

　
　

市
内
産
業
の
振
興
及
び
市
内
事
業
者

　

の
育
成
を
重
視
し
た
方
法
で
再
度
検
討

　

す
べ
き
な
ど
の
理
由
か
ら
、
公
共
施
設

　

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
の
リ
ー
ス
方
式
に

　

係
る
債
務
負
担
行
為
補
正
に
つ
い
て
、

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
か
ら
削
除
し
、

　

修
正
議
決
。

○
修
正
案
（
概
要
）

　

直
接
工
事
に
よ
る
工
事
費
増
な
ど
に

よ
り
、
事
業
効
果
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
事
業
の
内
容
及
び
債
務
負
担
行
為
の

限
度
額
を
第
２
回
定
例
会
に
上
程
し
た

内
容
と
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
置
推
進
事

業
を
削
除
。
併
せ
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
っ
た
評
価
基

準
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
市
民

負
担
の
抑
制
と
事
業
効
果
の
最
大
化
を

両
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
元
事
業
者

の
活
用
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
。

○
令
和
７
年
第
４
回
定
例
会

【
前
回
上
程
内
容
か
ら
の
主
な
変
更
点
】

◇
実
施
方
針
の
見
直
し

　
　

１
０
６
施
設
あ
る
公
共
施
設
照
明
の

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
、
40
施
設
は
リ
ー
ス
方
式

　
（
公
共
施
設
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
賃
貸

　

借
）、
66
施
設
は
直
接
工
事
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ

　

照
明
設
置
推
進
事
業
）
に
よ
り
実
施
。

◇
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
評
価
基
準
の
見
直
し

　
　
「
市
内
事
業
者
の
活
用
」
に
つ
い
て

　

配
点
増
と
し
、
地
元
事
業
者
の
参
画
に

　

最
大
限
配
慮
す
る
。

常任委員会
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経
済
土
木
委
員
会

◎
保
坂　

直
樹　

〇
小
倉
ひ
と
美

　

新
井　
　

暁　
　

日
髙　

久
江

　

森　
　

正
雄　
　

田
中　

隆
徳

　

秋
山
　
恵
一　
　

赤
城　

正
德

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

議案８案を審査しました。
いずれも原案のとおり可決しました。

○
議
案
第
89
号

　

筑
西
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
あ
っ

　 

せ
ん
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問問�

筑
西
市
商
工
会
や
下
館
商
工
会
議
所
へ

の
保
証
料
の
補
給
委
託
、
あ
っ
せ
ん
委

託
と
い
っ
た
委
託
料
は
、
今
年
度
予
算

額
と
比
較
を
し
て
、
来
年
度
上
が
る
予

定
は
。

答答
今
回
の
改
正
が
可
決
さ
れ
た
場
合
、
保

今
回
の
改
正
が
可
決
さ
れ
た
場
合
、
保

証
期
間
７
年
の
場
合
と
比
較
し
、
１
件

証
期
間
７
年
の
場
合
と
比
較
し
、
１
件

当
た
り
の
信
用
保
証
料
の
総
額
は
増
加

当
た
り
の
信
用
保
証
料
の
総
額
は
増
加

す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

全
て
の
申
込
み
が
保
証
期
間

全
て
の
申
込
み
が
保
証
期
間
1010
年
に
な

年
に
な

る
と
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
信

る
と
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
信

用
保
証
料
の
補
給
は
、
年
１
回
、
最
大

用
保
証
料
の
補
給
は
、
年
１
回
、
最
大

４
年
分
、
最
大
４
回
に
分
割
し
て
行
う

４
年
分
、
最
大
４
回
に
分
割
し
て
行
う

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
補
給
金

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
補
給
金

全
体
と
し
て
大
幅
な
増
額
に
は
至
ら
な

全
体
と
し
て
大
幅
な
増
額
に
は
至
ら
な

い
。
い
。

○
議
案
第
91
号

　

令
和
７
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正　

　

予
算
（
第
５
号
）

◇
公
共
交
通
マ
ッ
プ
印
刷

問問�
令
和
８
年
度
は
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
や

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
時
間
等
、

大
き
な
変
更
は
あ
る
の
か
。

答答��

ル
ー
ト
変
更
は
、
現
在
運
行
し
て
い
る

ル
ー
ト
変
更
は
、
現
在
運
行
し
て
い
る

４
つ
の
路
線
に
対
す
る
潜
在
需
要
を
算

４
つ
の
路
線
に
対
す
る
潜
在
需
要
を
算

出
し
、
バ
ス
を
導
入
す
べ
き
地
域
は
検

出
し
、
バ
ス
を
導
入
す
べ
き
地
域
は
検

証
を
重
ね
、
一
定
の
需
要
が
見
込
め
る

証
を
重
ね
、
一
定
の
需
要
が
見
込
め
る

ル
ー
ト
を
筑
西
市
地
域
公
共
交
通
会
議

ル
ー
ト
を
筑
西
市
地
域
公
共
交
通
会
議

に
諮
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
今
年

に
諮
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
今
年

度
、
第
２
次
筑
西
市
地
域
公
共
交
通
計

度
、
第
２
次
筑
西
市
地
域
公
共
交
通
計

画
の
策
定
に
当
た
り
、
新
た
に
需
要
調

画
の
策
定
に
当
た
り
、
新
た
に
需
要
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
調
査
結
果

査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
調
査
結
果

等
を
踏
ま
え
、
改
め
て
筑
西
市
地
域
公

等
を
踏
ま
え
、
改
め
て
筑
西
市
地
域
公

共
交
通
会
議
に
お
い
て
検
討
し
て
い

共
交
通
会
議
に
お
い
て
検
討
し
て
い

く
。
く
。

（※議案は議決一覧表参照）

な
地
域
で
あ
り
、
所
有
者

で
あ
る
県
に
積
極
的
に
働

き
か
け
、
本
市
に
譲
渡
す

る
と
の
話
を
い
た
だ
け
る

の
で
あ
れ
ば
、
受
入
れ
態

勢
を
整
え
る
と
と
も
に
、

有
効
活
用
の
た
め
の
構
想

を
練
っ
て
ま
い
り
た
い
」

と
答
弁
し
て
い
る
。
市
が

買
受
け
を
希
望
し
な
か
っ

た
場
合
、
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
公
売
予
定
と
な
る

た
め
、
市
で
購
入
し
て
ほ

し
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
市
長
】

ま
ず
は
県
と
協
議
し
な
が

ら
、
価
格
の
課
題
等
に
つ

い
て
、
議
員
各
位
と
相
談

の
上
検
討
を
深
め
、
方
向

性
を
決
定
し
た
い
。

【
議
員
】

県
か
ら
県
立
明
野
高
校
の

買
受
け
要
望
照
会
が
あ

り
、
令
和
８
年
２
月
27
日

ま
で
に
回
答
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ど
う
す
る
の
か
。

【
市
長
】

今
後
、
買
取
り
価
格
等
を

含
め
、
県
と
協
議
し
な
が

ら
決
定
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】

明
野
高
校
は
、
昭
和
52
年

４
月
に
開
校
し
、
甲
子
園

に
２
回
、
Ｏ
Ｂ
に
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ブ
ラ
ジ

ル
代
表
柔
道
選
手
と
し
て

出
場
し
た
方
も
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
６
４
０
０
人
も

の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
歴

史
と
伝
統
が
あ
る
お
ら
が

村
の
大
事
な
高
校
で
あ
る
。

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会

の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

市
長
は
「
明
野
高
校
の
廃

校
後
の
跡
地
を
含
む
地
域

は
、
将
来
的
な
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
あ
る
大
変
魅
力
的

■
他
の
質
問

▼
ご
み
の
削
減

▼
議
員
の
要
望
活
動　

ほ
か

明野高校買うの！？ 買わないの！？Ｑ

買取り価格等を含め、県と協議しながら決定していくＡＡ

動画視聴は
こちらから

仁平議員

茨城県立明野高等学校
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一般質問市政全般に関する一般質問は５日間で 19 人の議員が質問をしました。

【
議
員
】

西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
の
経
営
状
況
は
。

【
市
長
】

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

が
継
続
し
、
市
民
の
皆
様

に
は
負
担
を
か
け
て
い
る
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

令
和
５
年
度
、
６
年
度
と

も
赤
字
を
計
上
す
る
な
ど

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

【
議
員
】

市
が
負
担
し
て
い
る
病
院

の
職
員
共
済
組
合
負
担
金

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
市
長
】

法
令
等
に
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
市
に
負
担
す
べ
き

責
務
が
あ
る
も
の
と
整
理

し
て
い
る
。

【
議
員
】

経
営
が
厳
し
い
中
で
、
市

長
に
医
師
等
の
任
命
権
を

持
た
せ
る
考
え
は
。

【
市
長
】

市
長
の
役
割
は
、
理
事
長

や
監
事
の
任
命
に
関
与
し
、

業
務
運
営
を
監
督
す
る
こ

と
。
直
接
的
な
人
事
権
は

有
し
な
い
が
、
中
期
目
標

の
指
示
等
に
よ
り
、
適
切

な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
効
か
せ

る
こ
と
は
可
能
と
認
識
し

て
い
る
。

【
議
員
】

「
資
金
は
出
す
が
口
は
出

せ
な
い
」
状
況
で
は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

評
価
委
員
会
等
で
課
題
解

決
に
向
け
た
関
与
や
指
導

を
行
う
機
会
は
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

【
議
員
】

西
部
医
療
機
構
の
理
事
長

と
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
の
病
院
長
の
交
代
の

予
定
は
。

【
市
長
】

任
期
が
今
年
度
３
月
ま
で

で
あ
り
、
新
年
度
に
新
理

事
長
・
病
院
長
が
決
定
の

予
定
で
あ
る
。

■
他
の
質
問

▼
障
害
者
雇
用
促
進
法

任期が今年度３月までであり、新年度に新理事長及び
病院長が決定される予定

動画視聴は
こちらから

塚田議員

西部医療機構の理事長と西部メディカルセンターの
病院長の交代の予定はあるのか？Ｑ

Ａ

西部メディカルセンター

市民の皆様の生活を守る方法を検討していきたいＡ

動画視聴は
こちらから

藤澤議員

Ｑ

Ａ
【
議
員
】

来
年
度
予
算
の
重
点
項
目

は
。

【
市
長
】

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

推
進
、
海
外
友
好
都
市
協

定
の
締
結
、
協
和
地
区
義

務
教
育
学
校
の
整
備
等
を

考
え
て
い
る
。

【
議
員
】

今
、
市
民
生
活
が
逼
迫
し

て
い
る
。
今
後
、
ガ
ソ
リ

ン
は
安
く
な
り
、
電
気
・

ガ
ス
代
の
補
助
も
入
る
が
、

市
と
し
て
、
市
民
生
活
に

直
接
影
響
す
る
大
事
な
施

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
市
長
】

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
に
加
え
、
新
た
な
事

業
も
検
討
し
て
い
る
。

【
企
画
部
長
】

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

拡
充
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

有
効
な
交
付
金
の
活
用
方

法
を
検
討
し
、
で
き
る
だ

け
早
く
事
業
化
を
図
り
、

市
民
生
活
を
守
る
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活

環
境
創
生
交
付
金
は
類
型

別
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ

ジ
タ
ル
実
装
型
の
活
用
状

況
は
。

【
企
画
部
長
】

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
デ

ジ
タ
ル
窓
口
の
実
装
、
デ

ジ
タ
ル
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

の
導
入
等
に
活
用
し
て
い

る
。

【
議
員
】

地
域
防
災
緊
急
整
備
型
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

【
企
画
部
長
】

本
年
度
実
施
し
て
い
る
避

難
所
機
能
強
化
事
業
に
活

用
し
て
い
る
。

市民生活を下支えする
物価高対策を！

市民生活を下支えする物価高対策を！

■
他
の
質
問

▼
人
口
減
少
対
策

▼
住
宅
政
策　
　
　
　

ほ
か
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一人当たり持ち時間は 45 分でした。一般質問

動画視聴は
こちらから

ＪＲ川島駅のトイレは、誰もが安心して利用
できる環境を！Ｑ

Ａ

吉富議員

川島駅トイレの改善に向け、市としても前向きに
検討していく

利用環境の向上を目的としたコンテナトイレの一例

用途に応じて洋式化やバリアフリー対応が可能

【
議
員
】

Ｊ
Ｒ
川
島
駅
ト
イ
レ
の
男

女
別
化
・
洋
式
化
は
長
年

の
要
望
で
、
市
民
か
ら
も

使
い
づ
ら
さ
の
声
が
あ
る
。

歴
史
資
源
が
点
在
す
る
川

島
地
区
の
玄
関
口
と
し
て
、

和
式
中
心
の
現
状
は
第
一

印
象
を
損
ね
か
ね
な
い
。

市
長
の
「
誰
も
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く

り
」
を
踏
ま
え
、
令
和
７

年
８
月
の
災
害
用
コ
ン
テ

ナ
ト
イ
レ
協
定
も
い
か
し

つ
つ
、
市
と
し
て
今
後
ど

の
よ
う
な
方
向
性
を
示
す

の
か
伺
い
た
い
。

【
市
長
】

Ｊ
Ｒ
川
島
駅
の
ト
イ
レ
が

利
用
し
づ
ら
い
現
状
は
認

識
し
て
い
る
。
改
修
は
所

管
の
Ｊ
Ｒ
へ
引
き
続
き

強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
手
法
も
視
野
に
入

れ
、
市
民
や
来
訪
者
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

整
備
に
努
め
て
い
く
。

【
都
市
整
備
部
長
】

令
和
７
年
７
月
に
水
戸
線

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
か

ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
水
戸
支
社

に
施
設
改
善
の
要
望
書

を
提
出
し
た
。
既
存
ト
イ

レ
の
改
修
は
所
管
す
る
Ｊ

Ｒ
が
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
が
、
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
利
用

者
以
外
に
も
近
隣
住
民
や

筑
西
・
下
妻
広
域
連
携
バ

ス
の
利
用
者
が
あ
る
た
め
、

環
境
改
善
は
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
に
要
望

す
る
と
と
も
に
、
議
員
か

ら
提
案
の
手
法
も
含
め
検

討
し
て
い
く
。

■
他
の
質
問

▼
紙
お
む
つ
定
額
制
サ
ー
ビ

　

ス
の
導
入
と
助
成　

ほ
か

多様な学びの仕組みの導入を！

検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

【
教
育
長
】

金
融
教
育
に
つ
い
て
は
小

学
校
高
学
年
と
中
学
校
の

授
業
で
既
に
導
入
済
で
あ

る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る

不
登
校
特
例
校
は
な
い
が
、

そ
の
類
似
施
設
と
し
て
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
、
サ
ド

ベ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

支
援
機
関
、
さ
ら
に
は
各

中
学
校
に
校
内
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
を
設
置
す
る
な
ど

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援

に
当
た
っ
て
い
る
。
多
様

な
学
び
の
導
入
に
つ
い
て
、

今
後
、
児
童
生
徒
の
実
態

を
踏
ま
え
、
そ
の
必
要
性

等
を
十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
。

【
議
員
】

厳
し
い
財
政
の
中
、
公
共

施
設
へ
の
投
資
か
ら
人
へ

の
投
資
こ
そ
が
未
来
へ
の

投
資
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る

公
共
施
設
投
資
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
「
こ
れ
だ
け

大
型
投
資
を
し
て
も
財
政

は
大
丈
夫
な
の
か
」
と
の

市
民
の
声
に
、
市
は
ど
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
く
の

か
。

【
財
務
部
長
】

現
在
の
公
共
施
設
へ
の
投

資
は
、
施
設
を
集
約
化
す

る
方
針
に
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、
公
共
施
設
の
床
面

積
を
今
後
20
年
間
で
20
％

減
ら
し
、
今
の
財
政
状
態

を
維
持
し
て
い
く
。

【
議
員
】

多
様
な
教
育
の
導
入
に
つ

い
て
、
子
供
の
生
き
抜
く

力
・
稼
ぐ
力
を
育
む
金
融

教
育
や
リ
リ
ー
ガ
ー
デ

ン
小
学
校
の
よ
う
な
多
様

な
学
び
の
仕
組
み
を
導
入
、

■
他
の
質
問

▼
中
学
校
プ
ー
ル
整
備
事
業

▼
保
育
士
不
足
へ
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

公共施設への投資から人への投資へ！
多様な学びの仕組みを導入、検討できないか？Ｑ
多様な学びの導入について、その必要性等を
十分検討していきたいＡＡ

動画視聴は
こちらから

水柿議員
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一般質問市政全般に関する一般質問は５日間で 19 人の議員が質問をしました。

【
議
員
】

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
セ
ブ

市
と
の
国
際
友
好
都
市
締

結
に
つ
い
て
、
令
和
７
年

度
は
事
業
化
・
予
算
化
さ

れ
て
い
な
い
。
設
楽
新
市

長
の
誕
生
に
よ
り
、
急
遽

９
月
26
日
に
全
員
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
執
行
部
か

ら
説
明
が
あ
っ
た
。
国
際

友
好
都
市
締
結
の
目
的
は
。

【
市
長
】

英
語
教
育
の
充
実
、
経
済

交
流
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
を
見
据
え
た
新
し
い
関

係
の
構
築
で
あ
る
。

【
議
員
】

現
在
、
多
く
の
自
治
体
が

海
外
と
の
友
好
都
市
締
結

を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

に
は
ま
ず
、
市
民
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
得
て
、
議
会

で
の
事
業
化
・
予
算
化
の

承
認
を
得
て
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
回
、
市
長
は
こ
れ
ら
を

行
わ
ず
、
セ
ブ
市
長
に
宛

て
た
「
友
好
都
市
締
結
に

向
け
た
交
流
が
し
た
い
」

と
い
う
趣
旨
の
手
紙
を
市

長
の
友
人
を
介
し
て
、
そ

の
方
の
知
人
に
託
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
市

に
は
２
つ
の
友
好
都
市
が

あ
る
が
、
双
方
と
も
歴
史

的
つ
な
が
り
が
あ
り
、
さ

ら
に
は
、
締
結
ま
で
相
当

な
時
間
を
要
し
て
い
る
。

セ
ブ
市
が
ど
の
よ
う
な
市

で
、
本
市
に
ど
う
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、

市
民
、
議
会
に
対
し
、
き

ち
ん
と
し
た
説
明
が
な
い
。

こ
れ
は
市
長
の
フ
ラ
イ
ン

グ
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】

市
長
の
仕
事
と
し
て
、
子

供
た
ち
や
経
済
交
流
も
含

め
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

判
断
し
、
進
め
て
い
っ
た

も
の
で
あ
る
。

■
他
の
質
問

▼
介
護
保
険
制
度

▼
公
共
交
通　
　
　
　

ほ
か

子供たちや経済交流などのメリットがある

動画視聴は
こちらから

大嶋議員

セブ市との友好都市締結はどういうメリットがあるのか？Ｑ

Ａ

本市初となる海外友好都市締結に
向けて着実な取組を！

（日本とフィリピンの国旗）

高齢者に対する公共交通機関の果たす役割に
ついて市の総合的な見解は？
心身の健康、自立した生活を営み続けるために、
公共交通機関の役割は大きいと認識している。Ａ

動画視聴は
こちらから

三澤議員

Ｑ

Ａ
【
議
員
】

健
康
増
進
や
生
き
が
い
の

創
出
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
思
わ
れ
る
高
齢
者

に
対
す
る
公
共
交
通
機
関

の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、

市
の
総
合
的
な
見
解
は
。

【
市
長
】

高
齢
者
の
外
出
は
運
動
機

能
の
維
持
・
向
上
、
ス
ト

レ
ス
解
消
な
ど
、
心
身
の

健
康
に
つ
な
が
る
。
自
立

し
た
生
活
を
営
み
続
け
る

た
め
に
、
公
共
交
通
機
関

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い

と
認
識
し
て
い
る
。

【
議
員
】

現
在
は
基
幹
バ
ス
の
運
行

の
み
で
あ
る
。
そ
こ
に
、

中
学
校
区
や
旧
市
町
な
ど

の
地
域
分
け
を
し
て
、
ワ

ゴ
ン
車
等
で
細
か
く
巡
回

し
な
が
ら
、
基
幹
バ
ス
の

停
留
所
や
駅
な
ど
に
自
由

に
乗
り
降
り
で
き
る
小
さ

な
支
線
バ
ス
を
導
入
し
、

基
幹
バ
ス
に
乗
り
継
ぐ
よ

う
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
考

え
は
。

【
市
長
】

車
両
や
運
転
手
、
停
留
所

の
確
保
な
ど
、
非
常
に
困

難
で
は
あ
る
が
、
高
齢
者

が
自
立
し
た
生
活
を
営
む

た
め
に
も
、
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】

各
地
域
ご
と
の
小
さ
な
支

線
バ
ス
で
の
細
か
な
巡
回

に
よ
り
日
常
生
活
が
完
結

で
き
る
よ
う
、
小
さ
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
実
現
の
観
点
が

必
要
で
は
な
い
か
。

【
都
市
整
備
部
長
】

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
の

り
愛
く
ん
や
巡
回
バ
ス
の

周
知
に
努
め
、
少
し
で
も

利
用
者
を
増
や
す
方
向

で
課
題
解
決
に
向
け
て
協

議
・
検
討
し
て
い
く
。

■
他
の
質
問

▼
運
転
免
許
証
返
納
者
数
の

　

推
移　
　
　
　
　
　

ほ
か ワゴン車等による支線バスの

イメージ
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一人当たり持ち時間は 45 分でした。一般質問

地域にとって重要な施設であり、施設の維持に
ついてしっかりと対応してまいりたい

コミュニティセンター（公民館）を残して！Ｑ

Ａ

動画視聴は
こちらから

保坂議員

【
議
員
】

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て

は
施
設
の
集
約
化
も
必
要

だ
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
維
持
も
重
要
だ
と
考

え
る
。
市
民
の
活
動
拠
点

で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
今
後
の
在
り
方

は
。

【
市
長
】

市
民
の
活
動
拠
点
で
は
あ

る
が
、
施
設
の
老
朽
化
を

踏
ま
え
た
段
階
的
な
集
約

は
不
可
避
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

【
議
員
】

筑
西
市
の
自
治
会
加
入
率

は
他
市
と
比
べ
て
も
非
常

に
高
い
。
こ
れ
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

市
民
が
集
ま
る
場
所
で
、

高
齢
者
や
子
供
た
ち
が
交

流
し
、
そ
れ
に
よ
り
子
供

た
ち
は
高
齢
者
か
ら
学
び
、

高
齢
者
は
子
供
た
ち
か
ら

元
気
を
も
ら
う
。
そ
の
よ

う
な
役
割
を
担
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
公
民

館
）
は
今
後
も
残
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

【
市
長
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
中
で
と
て
も

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
生

涯
学
習
の
場
に
お
い
て
も

重
要
な
場
所
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
在
、
中
学
校
単

位
に
集
約
す
る
計
画
が
あ

る
。
一
方
で
、
１
１
１
の

地
域
集
会
施
設
に
関
し
て

は
、
地
域
の
中
で
利
用
が

可
能
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
、
改
修
支
援
事
業
等
も

あ
り
、
集
約
化
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
の
両

方
の
利
用
に
よ
り
、
今
後

は
保
坂
議
員
の
ご
提
案
を

踏
ま
え
、
施
設
の
維
持
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
ま
い
り
た
い
。

■
他
の
質
問

▼
筑
西
し
あ
わ
せ
夢
プ
ラ
ン

　

77
▼
窓
口
業
務
の
短
縮　

ほ
か

市民同士の交流が図れる場所として

コミュニティセンターの存続を！

自治会設置防犯カメラ
（写真はイメージ）

一
方
、
県
警
発
表
に
よ
る

と
今
年
上
半
期
の
住
宅
侵

入
窃
盗
件
数
が
多
い
の
は

第
１
位
が
水
戸
市
、
第
２

位
が
本
市
と
な
っ
て
お
り
、

防
犯
に
つ
い
て
、
市
全
体

と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
小
さ
い
自
治
会
で
も

設
置
で
き
る
よ
う
、
例
え

ば
、
市
が
市
全
体
の
維
持

管
理
を
地
元
業
者
に
委
託

す
る
な
ど
の
事
例
が
あ
る

の
で
、
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

【
市
民
環
境
部
長
】

維
持
管
理
を
含
め
た
市
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
、
市
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
計
画
で
令
和
５
年
度
か

ら
令
和
９
年
度
ま
で
計
画

的
に
進
め
て
い
る
。
市
の

カ
メ
ラ
の
管
理
等
は
職
員

が
そ
の
都
度
対
応
し
て
お

り
、
委
託
等
の
考
え
は
な

い
。

【
議
員
】

自
治
会
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
に
今
年
度
か
ら
補
助
制

度
が
始
ま
っ
た
が
、
相
談

件
数
と
設
置
件
数
は
ど
の

く
ら
い
に
な
っ
た
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】

11
月
30
日
現
在
で
相
談
が

20
件
、
補
助
決
定
が
１
自

治
会
２
台
で
あ
る
。

【
議
員
】

設
置
希
望
の
自
治
会
は
多

い
が
維
持
管
理
費
の
面
で

諦
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

市
の
支
援
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】

新
規
事
業
で
カ
メ
ラ
の
設

置
普
及
を
促
進
し
て
い
る

段
階
で
あ
り
、
維
持
管
理

費
の
補
助
ま
で
は
考
え
て

い
な
い
。

【
議
員
】

あ
る
試
算
で
は
、
２
台
設

置
す
る
と
年
間
２
万
５
千

円
程
度
か
か
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
小
さ
い
自
治
会

で
は
設
置
で
き
な
い
。

■
他
の
質
問

▼
太
陽
光
発
電
設
備
の
管
理

▼
防
災
備
蓄
倉
庫
の
誘
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

筑西市は住宅侵入窃盗件数が県内２番目に多い。
自治会防犯カメラの維持管理費にも補助を！Ｑ
設置普及の段階であり維持管理費の補助までは
考えていないＡＡ

動画視聴は
こちらから

三浦議員
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一般質問市政全般に関する一般質問は５日間で 19 人の議員が質問をしました。

動画視聴は
こちらから

水井議員

Ｑ

Ａ
【
議
員
】

本
市
の
特
定
空
家
以
外
の

空
き
家
の
旧
市
町
の
区
域

別
の
件
数
及
び
総
数
は
。

【
市
民
環
境
部
長
】

特
定
空
家
等
に
認
定
さ

れ
て
い
る
空
き
家
は
２

件
、
特
定
空
家
等
以
外
の

空
き
家
と
思
わ
れ
る
家
屋

の
件
数
は
、
令
和
７
年
３

月
末
時
点
で
、
下
館
地
区

１
，
６
５
７
件
、
関
城

地
区
３
８
２
件
、
明
野

地
区
４
７
４
件
、
協
和

地
区
３
８
０
件
、
計
２
，

８
９
３
件
で
あ
る
。

【
議
員
】

空
き
家
対
策
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
き
た
の
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】

特
定
空
家
や
管
理
不
全
空

家
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
、

多
角
的
な
対
策
を
進
め
て

き
た
。
具
体
的
に
は
、
セ

ミ
ナ
ー
や
情
報
提
供
に
よ

る
意
識
啓
発
、
相
談
へ
の

助
言
、
専
門
窓
口
へ
の
案

内
を
通
じ
、
所
有
者
等
に

よ
る
自
発
的
か
つ
持
続
的

な
適
正
管
理
を
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
、
近
隣
住
民

か
ら
の
相
談
に
は
、
現
場

調
査
や
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
送
付
し
、
問
題
の
早

期
改
善
を
促
し
て
い
る
。

【
議
員
】

空
き
家
対
策
に
対
す
る
市

の
考
え
は
。

【
市
長
】

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て

い
る
が
、
こ
の
解
決
に
は

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
所

有
者
、
地
域
の
理
解
が

重
要
で
あ
る
。
今
後
、
空

き
家
に
な
る
前
の
生
前
で

の
意
思
の
確
認
や
空
き
家

の
所
有
者
・
相
続
人
へ
の

相
談
会
、
有
効
活
用
の
働

き
か
け
と
い
っ
た
先
進
事

例
を
し
っ
か
り
と
研
究
し
、

本
市
に
合
っ
た
対
策
を
進

め
て
い
く
。

■
他
の
質
問

▼
市
の
借
地

▼
旧
筑
西
市
民
病
院
跡
地
の

　

有
効
活
用　
　
　
　

ほ
か

空き家対策に対する市の考えは？

先進事例を研究し、本市に合った対策を進めていく

効果的な空き家対策の実施を！

10 年、20 年後を見据えた市政運営を！

第３次筑西市総合計画を市政運営の道しるべとして
示していくＡ

動画視聴は
こちらから

中座議員

Ｑ

Ａ
【
議
員
】

若
者
が
市
政
と
関
っ
て
い
る

取
組
は
。

【
市
長
公
室
長
】

昨
年
は
、
県
立
下
館
第
一

高
等
学
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
と
「
下
館
駅
前
の
ス
ペ

ー
ス
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
市
政

懇
談
会
を
実
施
し
た
。

【
議
員
】

持
続
可
能
な
行
政
運
営
、

若
者
が
活
躍
で
き
る
地
域

づ
く
り
な
ど
10
年
後
、
20

年
後
を
見
据
え
た
中
長
期

的
な
視
点
に
立
ち
、
政
策

を
部
局
横
断
的
に
ま
と
め
、

継
続
的
に
推
進
し
て
い
く

部
署
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。

【
市
長
】

現
在
、
企
画
部
が
そ
の
役

目
を
担
っ
て
い
る
が
、
部

局
横
断
的
な
部
が
今
後
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
組
織

に
つ
い
て
は
研
究
を
重
ね

て
い
る
段
階
に
あ
る
の
で
、

最
終
的
な
方
向
性
が
決
ま

り
次
第
説
明
し
た
い
。

【
議
員
】

10
年
後
、
20
年
後
を
見
据

え
た
市
政
運
営
は
。

【
市
長
】

そ
の
実
現
に
向
け
た
大
き

な
柱
と
し
て
「
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ

ｋ 

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ  

Ａ
ｃ
ｔ 

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
ｌ

ｙ
」
と
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
確
立
」
を
掲
げ
て
い

る
。
今
後
は
、
公
約
で
あ

る
「
筑
西
し
あ
わ
せ
夢
プ

ラ
ン
77
」
を
引
き
続
き
推

進
す
る
と
と
も
に
、
現
在

策
定
中
の
第
３
次
筑
西
市

総
合
計
画
に
お
い
て
、
本

市
全
体
の
持
続
的
成
長
を

見
据
え
た
今
後
20
年
間
の

長
期
的
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
市
政
運
営
の
道
し
る
べ

と
し
て
示
し
て
ま
い
り
た

い
。

■
他
の
質
問

▼
県
及
び
広
域
自
治
体
と
の

　

連
携　
　
　
　
　
　

ほ
か

将来を見据えた持続可能な
市政運営を！
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一人当たり持ち時間は 45 分でした。一般質問

お互いを理解しながら、安心して暮らせる
筑西市づくりを進めていきたい

外国人政策を念頭に置いた行政運営を！Ｑ

Ａ

動画視聴は
こちらから

森議員

日本人も外国人もお互いが
理解・納得できる行政運営の実現を！

【
議
員
】

外
国
人
や
外
国
資
本
に
よ

る
農
地
取
得
の
資
格
要
件

は
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

農
地
の
取
得
に
際
し
て

は
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
農

地
法
第
３
条
に
よ
る
許
可

が
必
要
。
許
可
要
件
と
し

て
、
農
地
の
状
況
の
ほ
か
、

取
得
し
よ
う
と
す
る
者
が
、

当
該
農
地
を
全
て
耕
作
す

る
こ
と
、
年
間
１
５
０
日

以
上
農
作
業
に
従
事
す
る

こ
と
、
周
辺
農
地
に
支
障

を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
。

【
議
員
】

居
住
実
態
把
握
の
た
め
、

在
留
資
格
な
ど
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

農
地
法
施
行
規
則
や
事
務

処
理
基
準
の
改
正
に
よ
り
、

在
留
資
格
や
在
留
期
間
に

つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

【
議
員
】

外
国
人
が
農
地
の
買
い
手

と
な
る
場
合
、
売
り
手
に

対
す
る
サ
ポ
ー
ト
は
何
か

行
っ
て
い
る
か
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

買
い
手
の
国
籍
に
か
か
わ

ら
ず
、
農
地
法
に
基
づ
く

説
明
や
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の

助
言
等
を
行
っ
て
い
る
。

【
議
員
】

農
地
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

行
政
全
般
に
お
い
て
外
国

人
政
策
を
念
頭
に
置
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

【
市
長
】

地
域
の
方
と
外
国
籍
の
方

が
、
お
互
い
を
理
解
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

■
他
の
質
問

▼
外
国
人
生
活
保
護
の
現
状

▼
地
域
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補

　

助
事
業　
　
　
　
　

ほ
か

ワクチンで重症化予防

に
対
し
、
さ
ら
な
る
支
援

を
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
は
国
か
ら
３
割
程

度
交
付
税
措
置
が
あ
り
、

残
り
の
費
用
は
自
治
体
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
。
助
成

額
引
上
げ
は
他
の
予
防
接

種
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
慎

重
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

【
議
員
】

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

７
千
円
を
超
え
る
自
己
負

担
は
、
年
金
生
活
者
に
と

っ
て
大
き
く
「
打
ち
た
く

て
も
打
て
な
い
」
と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

市
長
の
考
え
は
。

【
市
長
】

財
政
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

【
議
員
】

65
歳
以
上
の
方
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
券
が
送

付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
接
種
率
は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

令
和
７
年
10
月
末
現
在
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
20
％
、

新
型
コ
ロ
ナ
２
・
７
％
と

な
っ
て
い
る
。

【
議
員
】

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
率
が
圧
倒
的
に
低
い

原
因
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は

自
己
負
担
額
が
高
い
こ
と

が
一
因
で
あ
る
と
分
析
し

て
い
る
。

【
議
員
】

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
亡

者
数
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
15
倍
、
80
歳
以
上
の
高

齢
者
に
集
中
し
、
令
和
６

年
度
死
亡
原
因
の
８
位
で

あ
る
。
80
歳
以
上
の
高
齢

者
と
基
礎
疾
患
の
あ
る
方

■
他
の
質
問

▼
予
防
医
療

▼
地
域
防
災
及
び
地
域
防
犯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

80 歳以上や基礎疾患のある方への新型コロナ
ワクチン助成額を拡充できないか？Ｑ
重症化リスクの高い方にとって深刻な疾患であるが
慎重な判断が必要ＡＡ

動画視聴は
こちらから

日髙議員
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受益者負担の観点からも利用者の負担は必要である

動画視聴は
こちらから

石嶋議員

デマンド交通システム「のり愛くん」を無料に！Ｑ

Ａ

のり愛くんの利便性向上を！

【
議
員
】

運
転
免
許
証
の
返
納
者
及

び
障
害
を
持
っ
て
い
る

方
、
高
齢
者
等
へ
の
移
動

支
援
と
し
て
デ
マ
ン
ド
交

通
シ
ス
テ
ム
「
の
り
愛
く

ん
」
が
あ
る
。
物
価
高
騰

に
よ
り
暮
ら
し
が
大
変
で

あ
る
こ
と
か
ら
「
の
り
愛

く
ん
」
の
利
用
料
金
が
負

担
で
あ
り
、
無
料
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
市
民
の
声

が
あ
る
。
こ
う
し
た
市
民

の
声
に
本
市
は
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
。

【
都
市
整
備
部
長
】

燃
料
費
及
び
人
件
費
の
高

騰
に
よ
り
、
運
行
経
費
は

増
加
し
て
い
る
。
「
の
り

愛
く
ん
」
を
今
後
も
持
続

可
能
な
公
共
交
通
と
す
る

た
め
に
は
、
利
用
者
の
負

担
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

【
議
員
】

80
歳
を
過
ぎ
て
も
病
院
に

行
く
必
要
が
あ
る
た
め

免
許
証
を
返
納
で
き
な
い
。

高
齢
と
な
り
、
運
転
を
し

て
い
る
と
冷
や
り
と
す
る

場
面
が
あ
る
と
の
声
が
あ

る
。
こ
う
し
た
不
安
や
心

配
を
取
り
除
く
こ
と
が
市

政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
の
り
愛
く
ん
」
は
移
動

手
段
だ
け
で
な
く
、
福
祉

的
要
素
も
大
き
い
。
地
方

自
治
法
は
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
第
一
に
掲
げ
て
い

る
。
福
祉
の
側
面
か
ら
再

度
伺
う
。

【
都
市
整
備
部
長
】

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら

も
申
し
訳
な
い
が
ご
負
担

を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】

地
域
公
共
交
通
会
議
で
無

料
パ
ス
は
議
論
さ
れ
た
か
。

【
副
市
長
】

「
受
益
者
負
担
の
原
則
」

の
観
点
か
ら
無
料
パ
ス
の

議
論
は
し
て
い
な
い
。

■
他
の
質
問

▼
外
国
人
住
民

▼
物
価
高
騰
対
策　

ほ
か

買物ついでの防災を！今後は備えない防災へ！

市民へフェーズフリーとは何なのかを伝えたいＡ

動画視聴は
こちらから

鈴木議員

Ｑ

Ａ
【
議
員
】

現
在
、
本
市
で
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
防
災
・

減
災
施
策
は
。

【
市
民
環
境
部
長
】

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
は
、

何
よ
り
も
一
人
一
人
の
意

識
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
防
災
訓
練
や
出

前
講
座
等
を
通
じ
て
防
災

意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い

る
。

【
議
員
】

前
回
提
案
し
た
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
既
存

施
策
の
棚
卸
し
や
掘
り
起

こ
し
は
行
わ
れ
た
の
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】

本
市
が
推
進
し
て
い
る
民

間
事
業
者
等
と
の
災
害
時

応
援
協
定
が
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
に
該
当
す
る
と
思
っ

て
い
る
。
特
に
本
年
４
月

に
コ
ン
テ
ナ
ホ
テ
ル
を
運

営
す
る
事
業
者
と
締
結
し

た
レ
ス
キ
ュ
ー
ホ
テ
ル
は
、

災
害
時
に
市
が
指
定
し
た

場
所
に
移
動
し
、
避
難
者

の
宿
泊
施
設
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま

さ
に
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
に

合
致
し
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

【
議
員
】

今
後
、
本
市
と
し
て
優
先

的
に
進
め
て
い
く
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
施
策
の
方
向
性

と
導
入
時
期
は
。

【
市
長
】

ま
ず
は
「
備
え
な
い
防

災
」
と
言
わ
れ
る
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
と
い
う
考
え
方

の
発
信
に
努
め
て
い
き
た

い
。
す
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
掲
載
し
、
広
報
紙

に
も
掲
載
予
定
で
あ
る
。

「
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
を

家
庭
か
ら
」
と
い
う
形
で

市
民
へ
広
報
し
て
ま
い
り

た
い
。

■
他
の
質
問

▼
鳥
獣
被
害
対
策

▼
多
目
的
運
動
施
設

レスキューホテルのイメージ

一般質問市政全般に関する一般質問は５日間で 19 人の議員が質問をしました。
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市長就任時には約６割が実施されていた。残り４割
のうち１、２割ほど盛り込む予定。

新年度予算にどのくらい盛り込む？
市長の公約「筑西しあわせ夢プラン 77」Ｑ

Ａ

動画視聴は
こちらから

小倉議員

設楽市長の公約「筑西しあわせ夢プラン 77」
新年度予算にどのくらい反映されるのか？

【
議
員
】

市
長
は
新
年
度
予
算
編
成

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

指
示
を
し
て
い
る
の
か
。

【
市
長
】

賃
金
の
上
昇
や
物
価
高
騰

の
影
響
が
大
き
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
工
夫

を
凝
ら
す
。
そ
の
上
で
、

部
局
長
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
や
選
択
と
集
中
の
理

念
に
基
づ
く
財
源
分
布
な

ど
に
留
意
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
る
。

【
議
員
】

特
に
重
点
を
置
い
た
項
目

は
。

【
市
長
】

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
支
援

事
業
や
、
協
和
地
区
義
務

教
育
学
校
整
備
事
業
、
海

外
友
好
都
市
推
進
事
業
で

あ
る
。

【
議
員
】

市
長
が
掲
げ
る
公
約
「
筑

西
し
あ
わ
せ
夢
プ
ラ
ン

77
」
の
う
ち
、
新
年
度
予

算
に
盛
り
込
む
項
目
は
ど

の
程
度
あ
る
の
か
。

【
市
長
】

市
長
に
就
任
し
た
と
き
に
、

約
６
割
の
事
業
が
既
に
何

ら
か
の
形
で
進
ん
で
い
た

中
で
、
新
し
い
事
業
と

し
て
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
推

進
事
業
、
海
外
友
好
都
市
、

子
ど
も
の
権
利
条
例
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

【
議
員
】

６
割
が
既
に
事
業
化
さ
れ

て
い
た
と
の
こ
と
だ
が
、

残
り
４
割
の
う
ち
、
ど
の

程
度
新
規
事
業
と
し
て
盛

り
込
ん
で
い
く
の
か
。

【
市
長
】

大
体
、
１
、
２
割
ぐ
ら
い

の
予
定
で
あ
る
。

■
他
の
質
問

▼
中
学
校
プ
ー
ル
整
備
事
業

▼
動
物
愛
護

に
つ
い
て
様
々
な
検
討
が

で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
周
辺
道
路
の
渋

滞
緩
和
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
含
め
た
複
合
的
な
視
点

で
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い

て
も
研
究
し
て
ま
い
り
た

い
。

【
議
員
】

人
口
減
少
対
策
の
一
環
と

し
て
住
宅
地
域
に
認
定
す

る
英
断
を
早
急
に
下
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】

住
宅
地
と
し
て
の
利
用
は

若
者
だ
け
で
な
く
高
齢
者

に
と
っ
て
も
有
用
な
方
向

性
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

る
。
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
着
実
に
ク
リ
ア
し
な
が

ら
前
に
進
め
て
い
く
こ
と

を
約
束
し
た
い
。

【
議
員
】

旧
市
民
病
院
跡
地
は
、
近

隣
に
工
業
団
地
や
商
業
施

設
、
玉
戸
駅
な
ど
が
あ

り
、
さ
ら
に
は
国
道
50
号

バ
イ
パ
ス
等
が
通
っ
て
い

る
な
ど
市
民
生
活
に
と
っ

て
最
適
な
地
区
と
考
え
る

が
、
こ
の
広
大
な
土
地
を

将
来
的
に
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
の
か
。

【
市
長
】

筑
西
市
総
合
計
画
で
は
、

玉
戸
駅
・
玉
戸
工
業
団
地

周
辺
を
産
業
拠
点
と
し
て

位
置
付
け
て
お
り
、
地
域

の
発
展
に
資
す
る
土
地
利

用
を
図
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
旧
市
民
病
院
跡

地
に
つ
い
て
も
、
地
域
の

状
況
や
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、

地
域
の
活
力
向
上
に
寄
与

で
き
る
様
々
な
可
能
性
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い

く
。

【
企
画
部
長
】

当
該
区
域
は
、
そ
の
活
用

■
他
の
質
問

▼
玉
戸
・
一
本
松
線
道
路

▼
筑
西
幹
線
道
路　
　

ほ
か

旧市民病院跡地は今後どのように有効活用　
するのか？Ｑ
地域の活力向上に寄与できる様々な可能性を
研究するＡＡ

旧市民病院跡地の現況写真

動画視聴は
こちらから

堀江議員

一人当たり持ち時間は 45 分でした。一般質問
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筑西ファーストの気持ちを持ちながら進めていきたい

動画視聴は
こちらから

市内産業振興の確保を！Ｑ

Ａ

「筑西ファースト」に基づく
市内産業振興の確保を！

【
議
員
】

協
和
地
区
義
務
教
育
学
校

整
備
事
業
設
計
業
務
委
託

の
業
者
選
定
に
当
た
り
、

市
内
業
者
が
１
次
審
査
で

選
考
外
と
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
そ
の
理
由
は
。

【
副
市
長
】

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
業

者
の
市
内
外
の
判
断
が
で

き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
市
内
業
者
が
１
次
審

査
で
外
れ
た
か
ど
う
か
は

知
り
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

【
議
員
】

審
査
に
つ
い
て
不
信
を
抱

い
て
い
る
。
議
員
全
員
で

な
く
と
も
、
議
会
か
ら
代

表
者
が
傍
聴
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

【
副
市
長
】

公
正
取
引
委
員
会
か
ら
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
つ
い
て

は
契
約
上
、
随
意
契
約
で

あ
り
、
審
査
の
独
自
性
等

の
観
点
か
ら
、
関
係
者
以

外
の
参
加
は
好
ま
し
く
な

い
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る
。

【
議
員
】

市
内
の
建
設
業
界
で
は
不

平
不
満
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
大
手
商
社
や
市
外

業
者
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

等
で
優
先
交
渉
権
者
と
な

っ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、

筑
西
フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
う

観
点
に
基
づ
い
た
市
長
の

考
え
は
。
ま
た
、
県
で
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
審
査
に

傍
聴
者
を
入
れ
公
開
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
参
考
に

し
て
は
ど
う
か
。

【
市
長
】

事
業
所
や
企
業
、
地
域
に

暮
ら
す
全
て
の
方
々
に
フ

ァ
ー
ス
ト
の
気
持
ち
を
持

ち
な
が
ら
進
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
る
。

【
副
市
長
】

参
加
事
業
者
の
考
え
も
参

酌
す
る
必
要
が
あ
る
。
既

に
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
関
係

要
綱
の
作
成
を
指
示
し
て

い
る
。

■
他
の
質
問

▼
多
目
的
運
動
場
建
設
の
推

　

進

榎戸議員

20 周年を記念した新規イベントを今後も
フォローや支援する考えは？

何らかの形で支援ができないか検討してまいりたいＡ

動画視聴は
こちらから

新井議員

Ｑ

Ａ
【
議
員
】

筑
西
市
誕
生
20
周
年
を
市

民
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
る

事
業
を
活
用
し
た
事
業
・

イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、
初
め

て
行
わ
れ
た
も
の
は
ど
れ

く
ら
い
あ
っ
た
か
。

【
企
画
部
長
】

事
業
自
体
が
新
規
で
行
わ

れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
20
件
あ

っ
た
。

【
議
員
】

多
く
の
人
が
集
う
イ
ベ
ン

ト
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
は
、
に
ぎ
わ
い
創

出
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

本
市
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス

に
な
る
と
考
え
る
。
今
回
、

新
た
に
実
施
し
た
事
業
・

イ
ベ
ン
ト
を
こ
れ
か
ら
も

も
継
続
し
て
実
施
し
て
い

け
る
よ
う
、
補
助
金
を
は

じ
め
、
今
後
の
フ
ォ
ロ
ー

や
支
援
は
考
え
て
い
る
か
。

【
企
画
部
長
】

当
該
事
業
の
補
助
金
は
、

市
全
体
で
20
周
年
を
祝
う

機
運
を
高
め
る
と
い
う
目

的
で
、
期
間
を
区
切
っ
て

実
施
し
て
き
た
が
、
当
該

補
助
金
交
付
要
件
の
一
つ

を
「
市
民
団
体
登
録
」
と

し
て
お
り
、
今
後
も
継
続

的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に

お
い
た
仕
組
み
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
具
体
的
な
フ

ォ
ロ
ー
や
支
援
と
し
て
は
、

例
え
ば
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

や
協
力
団
体
の
募
集
に
関

す
る
情
報
提
供
、
筑
西
市

民
団
体
連
絡
協
議
会
を
通

じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
推
進
、
さ
ら
に
は
筑

西
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り

サ
ロ
ン
で
の
打
合
せ
ス
ペ

ー
ス
や
備
品
の
貸
出
し
な

ど
の
支
援
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
そ
れ
ら

に
加
え
て
、
他
の
支
援
策

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

■
他
の
質
問

▼
旧
下
館
庁
舎
跡
地
屋
外
ト

　

イ
レ　
　
　
　
　
　

ほ
か 事業を活用したイベントの一例

一般質問市政全般に関する一般質問は５日間で 19 人の議員が質問をしました。



 経済土木委員会
視察地　①京都府向

むこう

日市（10月６日）　②京都府木
き づ が わ

津川市（10月７日）
テーマ　①復元・体感アプリ「AR長岡宮」によるまちづくりについて
　　　　②地域公共交通ネットワークの再構築について

①向日市は、市街地に史跡指定地が広く分布し、第１種低層住居専用地域
に多く位置しているため、建物復元には一定の制限があり、さらに復元す
るためには数百億円単位の経費を要するものであった。そこで、拡張現実
（AR）及び仮想空間（VR）技術等を活用し、史跡においてスマートフォン
やタブレット端末をかざすことで、古代の都「長岡宮」が目の前にあるか
のような体験ができるアプリケーション「AR長岡宮」を開発し、それを
無料で配信することにより、史跡長岡宮跡への一層の理解醸成を図ってい
た。
②木津川市では、持続可能な運行を構築するため、コミュニティバスや予
約型乗合タクシーの利用状況をもとに、利用実態に即したサービスが提供
されているかの確認を行い、必要に応じてサービスレベルの見直し、ある
いは運行の休廃止を行う、「路線再編のためのガイドライン」を策定して、
コミュニティバスでは１便当たりの利用者数、予約型乗合タクシーでは１
日当たりの利用者数を運行継続条件として定めている。交通事業者だけに
頼った公共交通の維持は困難となっている状況を踏まえ、関係者が主体的
かつ適切に連携・役割分担を行い、地域公共交通を支える体制や仕組みの
構築を通して、持続可能な公共交通の実現を目指していた。

木津川市議会議場にて

長岡宮跡にて（向日市）

視察地　①山形県寒
さ が え

河江市（８月５日）　②福島県田村市（８月６日）
テーマ　①シティプロモーションの取組について　
 　　　　②キッチンカー移住チャレンジについて

総務企画委員会

①寒河江市では、情報発信サイト「さがえ、心地」及び移住定住に関す
るサイト「SAGAE」を開設し、移住支援や市の魅力等の情報発信を行っ
ている。その中で、「オーダーメイド型移住体験ツアー」を実施してお
り、オーダーメイド型とすることできめ細やかな対応が可能となってい
る。また、子供の遊び場や親子等の交流の場として「さくらんぼこどもキャ
ンパス CLAAPIN　SAGAE」を整備して交流人口の増を図っており、子育
て環境と教育の充実を図ることのできる施設となっている。
②田村市では、移住人材確保事業として令和４年度からキッチンカー移
住チャレンジを行っており、市が購入したキッチンカーを無償で貸し出
し、開業、運営、移住等を手厚く支援するものである。事業の特色として、
キッチンカーを起点とした市農作物をいかした食品の販売やブランドイ
メージの向上、農家と新たな事業の担い手とのマッチングにより生産か
ら加工・販売まで行う６次産業化を推進し、新規就農者の獲得を目指し
ている。本事業は令和７年度をもって終了予定だが、今後キッチンカー
の貸与者に一定の条件を付けてキッチンカーを貸し続けていくこと等を
検討している。

視察研修の様子（寒河江市）

視察研修の様子（田村市）
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 広報委員会
視察地　①愛知県安

あんじょう

城市（10月 20日）　②愛知県岩倉市（10月 21日）
テーマ　議会広報紙について

①安城市議会では、市民にとって親しみやすく、市議会や市政について、よ
り関心を持ってもらえる議会だよりを目指し、公職選挙法改正により 18歳
以上に選挙権が与えられたことをきっかけとして、市内高校生との共同によ
る取組を実施している。具体的な取組としては、高校生が作成した作品を表
紙デザインとして毎号掲載し、裏表紙には、議員と高校生の対談記事を掲載
している。また、読みやすさについても工夫しており、従来、縦書き・２色
刷りだったものを全面横書き・フルカラーに変更し、イラストやＱＲコード
を使用するなど、より良い議会だよりの作成に向け、取り組んでいた。
②岩倉市議会では、読みやすく、分かりやすい議会だよりの作成に向けて、
全国町村議会議長会が主催する「町村議会広報クリニック」を受講するなど、
より良い議会だよりの作成に取り組んでいた。また、議会の活動について、
より一層、市民に関心を持っていただけるよう、議会が改善を進めた取組に
ついては、その改善した結果だけを掲載するのではなく、議会がどういった
行動をとり、どのような過程を経て改善がなされたかなど、その経緯につい
ても掲載することで、議会の具体的な取組について分かりやすく伝える工夫
をしていた。

視察研修の様子（安城市）

視察研修の様子（岩倉市）

福祉文教委員会

視察研修の様子（鎌倉市）

①鎌倉市では、「誰もがチャレンジできる障害者雇用の推進」として、
市が先導して障害者雇用の推進に取り組むこととし、ハローワークとの
協同による市内法定雇用率未達成企業に対する個別訪問等の実施、市内
在住の精神障害者又は知的障害者を雇用する中小企業等に対して障害者
雇用奨励金の支給、さらには、事業者への心理的サポートとして、鎌倉
市障害者雇用センターが市内企業を対象に雇用及び定着相談を実施し、
個々の状況に応じた情報提供と現場支援を行っていた。これらの事業推
進の結果、「二千人雇用」を令和５年 11月時点で達成している。
②小田原市では、昭和 33年６月に小田原市立病院を開設。かつては医
業収益がマイナスであったが、現在では全国の公立病院の中でもトップ
クラスの医業収益を計上している。収益向上における重点分野について
は、コンサルタントの意見を参考に事業管理者が決定し、その取組とし
て「断らない救急」や「地域連携による紹介率・逆紹介率の向上」など
を実践していた。また、医師確保・定着については、大学医局へのトッ
プセールスや、紹介会社を利用し、病院長と事務部局で認識を共有した
うえで取り組んでいるとのことであった。

視察地　①神奈川県鎌倉市（10月９日）　②神奈川県小田原市（10月 10日）
テーマ　①障害者二千人雇用事業について
　　　　②小田原市民病院の経常収支黒字維持について

視察研修の様子（小田原市）
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視察地　①長野県長野市（11月 11日）　②東京都墨田区（11月 12日）
テーマ　①議会活性化の取組について 　
　　　　 ②議会改革の取組について

議会運営委員会

①長野市議会は、議員定数見直しの検討を開始し、令和 5年 2月に議
員提案による定数 39人から 36 人への 3人削減条例改正案を可決、同
年 9月から施行した。人口減少や財政状況、市民理解が削減理由とし
て挙げられる一方、根拠の曖昧さや多様な意見反映の困難さを指摘する
声もあった。
　また、市議会は市民との意見交換会も継続的に検討。令和 5年に目
的を「議員を身近に感じ、議会への理解を深める」と再定義した。これ
に基づき、各常任委員会が出向く形式での「ワールドカフェ方式」導入
を決定し、令和 6年度には大学生など若者との意見交換を通じて政治
参加や投票率向上を図る新たな試みを展開している。
②墨田区議会は令和元年から通年議会を導入した。定例会を通年とし、
緊急時対応も可能とすることで、長の専決処分を削減し、突発事態への
迅速な対応を実現。これにより執行部との連携が強化され、コロナ禍で
の「墨田区モデル」にも寄与した。一方、議論の少ない案件でも議会を
開くため議員や執行部の負担が増大。効率化のための専決処分活用は実
現せず、市民への周知不足や直接的な評価の乏しさも課題となっている。

視察研修の様子（墨田区）

視察研修の様子（長野市）

　

12
月
12
日
に
「
主
権
者
教
育
」
の
一
環
と
し

て
、
市
内
の
中
学
生
60
名
の
皆
さ
ん
が
本
会
議

の
傍
聴
と
議
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

協和中学校の生徒の皆さん 下館南中学校の生徒の皆さん 下館中学校の生徒の皆さん

明野五葉学園の生徒の皆さん 関城中学校の生徒の皆さん 下館西中学校の生徒の皆さん

中
学
生
の
議
会
傍
聴

　10月 28 日から 29日に、友好都市である岡山県高梁市から、市長、正
副議長、市議会議員など 15名の皆様が本市を訪問されました。
　高梁市とは、かつての下館城城主・水

みずのやかつたか

谷勝隆を通じた歴史的なつながり
がきっかけとなり、友好都市となっています。
　訪問された皆様は、水谷家の菩提寺である定林寺を参拝するなど、両市
の親睦を深めました。

友好都市 岡山県高
たかはし

梁市　親善訪問団来市

定林寺参拝

庁舎１階にてお出迎え
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広
報
委
員
会
の
一
員
と
し
て
議
会
だ
よ
り
の
編

集
作
業
に
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
早
数
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。

　

編
集
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
表
紙
を
ど
う
す

る
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
委
員
同
士
で
様
々
な

意
見
を
出
し
合
い
、
真
剣
な
議
論
が
な
さ
れ
、
議

会
だ
よ
り
の
「
顔
」
で
あ
る
表
紙
が
決
定
し
ま
す
。

掲
載
記
事
に
つ
い
て
も
、
議
場
で
の
議
論
の
様
子

を
ど
の
よ
う
に
編
集
す
れ
ば
読
み
や
す
く
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、
毎
号
、
数
々
の
議
論
の

末
に
、
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
広
報
委
員
会
で
視
察
研

修
を
行
い
、
他
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
編
集
作
業

の
工
夫
や
先
進
事
例
等
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、

活
発
な
意
見
交
換
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
方
々

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
様
々
な
過
程

を
経
て
完
成
し
て
い
る
議
会
だ
よ
り
で
す
の
で
、

是
非
と
も
ご
意
見
や
ご
感
想
を
い
た
だ
け
る
と
励

み
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
、
委
員
一
同
、
真
剣
な
議
論
を
重
ね
、
議

会
の
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
新　

井　
　

暁
）

後

記

編

集

　

【
広
報
委
員
会
】

　

【
広
報
委
員
会
】

委委  

員員  

長　

鈴　

木　

一　

樹

長　

鈴　

木　

一　

樹

副
委
員
長　

國
府
田　

和　

弘

副
委
員
長　

國
府
田　

和　

弘

委　
　

員　

新　

井　
　
　

暁

委　
　

員　

新　

井　
　
　

暁

　　

  

〃〃  

　
　

水　

柿　

美　

幸

　
　

水　

柿　

美　

幸

　　

  

〃〃  

　　

 
 
 
 

中　

座　

敏　

和

中　

座　

敏　

和

　　

  

〃　
　
〃　
　

  

藤　

澤　

和　

成

藤　

澤　

和　

成

　　

  

〃　
　
〃　
　

  

田　

中　

隆　

徳

田　

中　

隆　

徳

　　

  

〃　
　
〃　
　

  

増　

渕　

愼　

治

増　

渕　

愼　

治
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　から６階議場前にて受付を行っています。　から６階議場前にて受付を行っています。

注）日程は変更となる可能性がございます。正式な日程は

　　決まり次第、ホームページでお知らせいたします。

議 会 日 誌

日 月 火 水 木 金 土

2/23 24 25 26 27 28

天皇

誕生日

開会

議案説明
休会 一般質問 休会

3/1 2 3 4 5 6 7

休会 一般質問 一般質問 一般質問 一般質問 議案質疑 休会

8 9 10 11 12 13 14

休会
総務企画

委員会
休会

福祉文教

委員会

経済土木

委員会

予算特別

委員会
休会

15 16 17 18 19 20 21

休会
予算特別

委員会

予算特別

委員会
休会 休会 春分の日 休会

22 23 24 25 26 27 28

休会
討論・採決

閉会

11月
14日　茨城県市議会議長会第１回議員研修会、　
　　　筑西広域市町村圏事務組合議会議会運営　
　　　委員会
19日　筑西広域市町村圏事務組合議会 第２回
　　　定例会
28日　議会運営委員会
12月
３日～19日
　　　筑西市議会 第４回定例会
３日　第11回全員協議会
11日　議会運営委員会
19日　議会運営委員会、第10回議員定数の在り方
　　　に関する調査特別委員会、広報委員会
１月
16日　議会運営委員会
21日　筑西市議会 第１回臨時会、第１回全員
　　  協議会、第11回議員定数の在り方に関する   
　　　調査特別委員会、広報委員会
23日　茨城県市議会議長会理事会・定例会
２月
３日　茨城県後期高齢者医療広域連合議会議会　
　　　運営委員会・全員協議会
６日　筑西広域市町村圏事務組合議会全員協議会
　　　第２回全員協議会
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令和８年２月 25令和８年２月 25 日日

次の定例会（第１回定例会）は次の定例会（第１回定例会）は

に開会の予定ですに開会の予定です

○静岡県函南町議会 総務企画委員会（９名）

　・産業振興に関する取組について

　・道の駅グランテラス筑西について

○神奈川県茅ヶ崎市議会 都市経済常任員会（７名）

　・地産地消について

　・道の駅グランテラス筑西について

○福島県西会津町議会 総務常任委員会（７名）

　・子育て支援の取組について

　・学校施設を利用した複合施設について

○千葉県東金市議会 新生みらい（３名）

　・道の駅グランテラス筑西について

行政視察来市行政視察来市

事業の調査・研究のため、次の議会が来訪されました。


